人身取引(トラフィッキング)問題について知る 2011 by unknown
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受入国 送出国 送出 /受入国
アジアにおいて人身取引が報告された送出国・受入国










































































































17年 18年 1年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年
総　数 1,482,707 1,512,116 1,556,113 1,686,444 1,778,462 1,851,758 1,915,030 1,973,747 2,011,555 2,084,919 2,152,973
中国 252,164 272,230 24,201 335,575 381,225 424,282 462,36 487,570 51,561 560,741 606,88
構成比（%） 17.01 18 18.1 1. 21.44 22.1 24.15 24.7 25.83 26. 28.1
韓国・朝鮮 645,373 638,828 636,548 635,26 632,405 625,422 613,71 607,41 58,687 58,21 53,48
構成比（%） 43.53 42.25 40.1 37.67 35.56 33.77 32.05 30.77 2.76 28.6 27.57
ブラジル 233,254 222,217 224,2 254,34 265,62 268,332 274,700 286,557 302,080 312,7 316,67
構成比（%） 15.73 14.7 14.41 15.08 14.5 14.4 14.34 14.52 15.02 15.01 14.72
フィリピン 3,265 105,308 115,685 144,871 156,667 16,35 185,237 1,34 187,261 13,488 202,52
構成比（%） 6.2 6.6 7.43 8.5 8.81 .15 .67 10.1 .31 .28 .41
ペルー 40,34 41,317 42,773 46,171 50,052 51,772 53,64 55,750 57,728 58,721 5,66
構成比（%） 2.72 2.73 2.75 2.74 2.81 2.8 2.8 2.82 2.87 2.82 2.77
米国 43,60 42,774 42,802 44,856 46,244 47,70 47,836 48,844 4,30 51,321 51,851
構成比（%） 2.5 2.83 2.75 2.66 2.6 2.5 2.5 2.47 2.46 2.46 2.41
その他 174,567 18,442 1,805 225,308 245,07 264,621 277,421 288,213 26,848 30,450 321,48























































国籍（出身地） 総数 男 女 女性割合
総数 2,186,121 1,005,47 1,180,642 54.0
アジア 1,688,865 721,551 67,314 57.3
　中国 680,518 285,548 34,70 58.0
　韓国・朝鮮 578,45 264,26 314,1 54.3
　フィリピン 211,716 47,204 164,512 77.7
　タイ 42,686 11,12 31,44 73.8
　ベトナム 41,000 22,43 18,561 45.3
　インドネシア 25,546 16,87 8,55 33.5
　インド 22,858 15,52 6,06 30.2
　バングラデシュ 11,162 8,338 2,824 25.3
　ネパール 15,255 10,77 4,476 2.3
　パキスタン 10,25 8,406 1,88 18.3
　スリランカ 8,73 6,634 2,33 26.1
　マレーシア 8,344 4,448 3,86 46.7
　ミャンマー 8,366 4,675 3,61 44.1
ヨーロッパ 61,721 36,48 25,232 40.
アフリカ 12,226 ,302 2,24 23.
北米 66,876 44,01 22,785 34.1
　米国 52,14 34,415 17,734 34.0
南米 340,857 183,62 157,165 46.1
　ブラジル 267,456 145,22 122,164 45.7
　ペルー 57,464 30,336 27,128 47.2
オセアニア 14,17 ,660 4,51 31.
































































































































































































































































































































































































































































































ア 被害者の国籍等 イ 外国人被害者の在留資格
フィリピン・日本の割合が増加 日本人配偶者の割合が増加
【平成 22 年】 【平成 22 年】
【平成 21 年】 【平成 21 年】
ウ 被害者の年齢
２０歳未満の被害者の割合が増加





























































































































2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 計
検挙件数 （件） 64 44 51 79 81 72 40 36 28 19 514
検挙人員数 （人） 40 28 41 58 83 78 41 33 24 24 450
うちブローカーの人数 9 7 8 23 26 24 11 7 6 3 124
被害者総数 （人） 65 55 83 77 117 58 43 36 17 37 588
タ イ 39 40 21 48 21 3 4 18 8 202
フ ィ リ ピ ン 12 2 ‐ 13 40 30 22 7 4 24 154
中 国（ 台 湾 ） 7 3 12 5 4 10 ‐ 5 1 47
日 本 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1 2 2 12 17
中国（マカオ） ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 2 2
中 国 ‐ 4 2 ‐ ‐ ‐ ‐ 1 7
中 国（ 香 港 ） 2 2
バングラデシュ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1 1
イ ン ド ネ シ ア 4 ‐ 3 ‐ 44 14 11 ‐ 76
コ ロ ン ビ ア 3 6 43 5 1 ‐ ‐ ‐ 58
韓 国 ‐ ‐ ‐ 3 1 1 5 ‐ 1 11
ル ー マ ニ ア ‐ ‐ ‐ ‐ 4 ‐ ‐ ‐ 4
ロ シ ア ‐ ‐ ‐ 2 ‐ ‐ ‐ ‐ 2
カ ン ボ ジ ア ‐ ‐ 2 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 2
オーストラリア ‐ ‐ ‐ ‐ 1 ‐ ‐ ‐ 1
エ ス ト ニ ア ‐ ‐ ‐ ‐ 1 ‐ ‐ ‐ 1









Trafficking and Violence Protection Act of 2000,TVPA） に基づき作成される、米国国





























アイルランド グルジア チェコ ベルギー
アメリカ クロアチア デンマーク ポーランド
イギリス コロンビア ドイツ ボスニア-ヘルツェゴビナ
イタリア スウェーデン ナイジェリア モーリシャス
オーストラリア スペイン ニュージーランド リトアニア




アイスランド ガーナ トルコ ポルトガル
アラブ首長国連邦 ガンビア ナミビア 香港
アルゼンチン カンボジア 日本 ホンジュラス
アルバニア キプロス ネパール マカオ
アルメニア ギリシャ バーレーン マケドニア
アンゴラ キルギス パキスタン マラウィ
アンティグアバーブーダ ケニヤ バハマ 南アフリカ
イスラエル コスタリカ パラオ メキシコ
インドネシア コソボ パラグアイ モロッコ
ウガンダ ザンビア ハンガリー モンゴル
ウクライナ シエラレオネ ブラジル モンテネグロ
ウルグアイ ジブチ ブルガリア ヨルダン
エクアドル ジャマイカ ブルキナファソ ラトビア
エジプト スイス ブルンジ リベリア
エストニア スリナム ベニン ルーマニア
エチオピア スロヴァキア ベラルーシ ルワンダ
エルサルバドル セルビア ペルー 東チモール
オマーン チリ ボツワナ
オランダ領アンティル トーゴ ボリビア
TIER 2 WATCH LIST（第二階層）「監視対象国」
アゼルバイジャン グアテマラ チュニジア マリ
アフガニスタン コートジボアール トリニダード・トバゴ マルタ
アルジェリア コンゴ共和国 トルクメニスタン マレーシア
イエメン シリア ニカラグア ミクロネシア
イラク シンガポール ニジェール モザンビーク
インド スリランカ パナマ モルジブ
ウズベキスタン スワジランド バルバドス モルドバ





カタール タイ フィリピン レソト 
ガボン タジキスタン ブルネイ レバノン
カメルーン タンザニア ベトナム ロシア
ギニアビサウ チャド ベネズエラ 赤道ギニア
ギニア共和国 中央アフリカ ベリーズ
キリバス 中国 マダガスカル
TIER 3（第三階層） 「人身売買撲滅に向けた最低限の取り組み基準さえ遵守できていない国」 
























































































































































































国名 2004 2009 2004年比（％）
1 フィリピン 85,479 1,909 -97.8
2 中国 8,498 1,780 -79.1
3 米国 6,837 7,103 3.9
4 ロシア 5,999 2,580 -57.0
5 ルーマニア 4,634 184 -96.0
6 インドネシア 3,163 83 -97.4
7 英国 2,784 2,653 -4.7
8 韓国 2,232 1,240 -44.4
9 ウクライナ 2,202 675 -69.3
10 ドイツ 1,916 1,610 -16.0
11 フランス 1,156 1,240 7.3
12 タイ 933 837 -10.3
13 ブラジル 749 513 -31.5



































01年 02年 03年 04年 05年 06年 07年 08年 09年 10年 計
検挙件数 64 44 51 79 81 72 40 36 28 19 514
検挙人員 40 28 41 58 83 78 41 33 24 24 450



















































1714件 477件 1237件 157件 315件 352件 890件








01年 02年 03年 04年 05年 06年 07年 08年 09年 10年 計
65 55 83 77 117 58 43 36 17 37 588
入国管理局が保護または帰国
支援をした人身取引被害者
正規在留者 68 20 27 11 9 23 158
入管法違反者 47 27 13 17 11 6 121















01年 02年 03年 04年 05年 06年 07年 08年 09年 計

















































































































































































































































































































1 13.3 27.6 53.9 4.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%














よくある たまにある ほとんどない まったくない 無回答
12.5 80.3 40.2
2.9
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究レポートが国際移住機関から発行されていますCauette & Saito “To Japan and Back Thai 
women recounted their experiences in Japan” 。この調査時には被調査者として調査に協
力した元人身取引被害者の日本から帰国したタイ人女性らが、調査を通して被害や課題を認
識して活性化し、数名の仲間たちと調査3年後に自助団体タイ日移住女性ネットワークSelf 














































































































































































































































































2004 年 8 月 15 日




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































国連薬物犯罪事務所/UNODC:United Nations Office on Drug and Crime
http://www.unodc.org/unodc/index.html The UNODC Database on Human Trafficking 























































































ドメスティック・バイオレンスと人身売買 : 移住女性の権利を求めて / 移住連「女性への暴力」
プロジェクト編　（移住連ブックレット ; 2） 移住労働者と連帯する全国ネットワーク
（現代人文社、2004）





日本における人身売買の被害に関する調査研究 : 報告書 / 人身売買禁止ネットワーク,
お茶の水女子大学21世紀COEプログラム「ジェンダー研究のフロンティア」著
（お茶の水女子大学21世紀COEプログラム、2005年）










　 調査研究「アジア太平洋地域の人身取引問題と日本の国際貢献」（平成17 ∼ 18年度）で実
施した大規模意識調査の数値データを「資料編」としてまとめたもの。
「人身取引問題に関する国際シンポジウム－人身取引の根絶に向けて－」（国立女性教育会館、
2006年）
　国連大学で行われた「人身取引問題に関する国際シンポジウム」の抄録。
○ 貸出しパネル　「『人身取引』と『女性に対する暴力』をなくすために－最初の一歩は『知
ること』から－」
　 「人身取引」と「女性に対する暴力」に関するわかりやすい貸し出し用パネル。女性関連施
設等や団体に無料で貸し出します。詳細は、国立女性教育会館HPにて。
　
文献情報データベース
　国立女性教育会館の文献情報データベースでは、「人身取引」や「売買春」などのキーワー
ドを入れて、日本語や英語の資料、図書、新聞・雑誌記事など各種文献を検索できます。
